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回

送料凶円

北
陸
綿
楠
ム
口
下
よ
り
海
岸

ま
で

河
川
法
準
用
区
域
に
編
入
を
県
に
お
願

い
し
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ

編
入
さ
れ
る
と
の
朗
報
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
一
編
入
以
前
に
発
生
し
た
災
害
で
残

事
業
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
町
の
負
担
に

お
い
て
施
行
す
る
と
云
う
議
決
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
町
長
専
決
で

行
っ
た
の
を
議
会
に
報
告
し
承
認
求
め
了

承
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
編
入
後
発
生
し

た
災
害
復
旧
は
県
貨
支
弁
に
お
い
て
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
農
業
委
員
会
関
係
の
条
例
の
改
廃

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
農
業
委

員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
定
数
は
二
十
八

人
で
あ
っ
た
の
を
十
九
人
に
改
め
ら
れ
、

選
挙
区
も
旧
町
村
単
位
で
設
け
ら
れ
て
い

た
の
を
。
次
の
と
お
り
改
め
そ
の
選
挙
区

の
定
員
を
定
め
ら
れ
た
。

選

挙

区

定

数

地

区

第
一
選
挙
区
七
名
（
旧
）
境
、
宮
崎
、
泊

五
笛
庄

定価一部六円

六
月
二
十
二
日
の
縞
会
に
お
い
て
承
認

鵠
決
符
主
な
る
事
羽
を
紺
介
し
ま
す
。

開
会
切
一
淵
酒
井
誠
貝
の
助
活
に
よ
る
北

洋
漁
業
従
事
中
迎
難
し
た
栄
洋
丸
乗
組
員

犠
牲
考
に
対
し
て
の
一
分
間
の
黙
蕗
が
行

わ
る。専

決
報
告
承
認
の
件
で
は
、
従
来
町
白

支
弁
に
よ
り
災
害
復
旧
、
改
修
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

次
の
三
河
川
を

笹
川
地
区

七
重
谷
川

林
道
寺
島
楠
よ
り
終
川
合

流
点
ま
で

高田印刷

山
崎
地
区

山

合

川

山
A
門
川
楠
よ
り
小
川
合
流

点
ま
で

印刷所

泊

地

区

木

流

川

大菅達二朝日町位場内

第
二
選
挙
区

第
三
選
挙
区

七
名
（
旧
〉
山
崎
、
南
保

五
名
（
川
）
大
家
庄
、
野
中

の
一
部

（
旧
町
村
名
を
記
入
し
て
あ
り
ま
す
が
原

文
で
は
大
下
名
で
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
〉

原
則
と
し
て
は
朝
日
町
一
円
の
選
挙
区

と
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
が
特
殊
事
情
に
よ

り
、
耕
作
市
額
五

O
O町
歩
以
上
、
段
家

一
戸
数
六

O
O一戸
以
上
を
以
っ

て
選
挙
区
を

設
け
る
こ
と
が
で
、
ぎ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
で
朝
日
町
で
は
特
殊
事
情
地
域
と
し

て
選
挙
区
を
設
け
ま
し
た
の
で
一
前
選
挙

か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す。

現
在
の
農
業
委
員
は
七
月
十
九
日
を
以

っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
。

七
月
十
五
日
に
統
一
選
挙
が
仔
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
．

次
に
議
会
の
選
滋
’
mv項
と
し
て
削
明
日
町

選
挙
管
魁
委
員
補
充
員
の
方
が
全
部
正
委

員
に
繰
上
げ
ら
れ
ま
し
て
一
人
も
お
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
補
充
員
四
名
の

選
挙
を
行
っ
た
の
で
次
の
四
名
が
指
名
選

挙
に
よ
り
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
順
位
は
く
じ
に
よ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

朝
日
町
横
道
一
七
九

宮
両
啓
二
（
七

一
才
）
第
一
位

グ

横
尾

一
一
一
六

伊

東

礼

三
（
五
五
才
〉
第
＝
位

。

赤

川

一

六

O
一

金
井
憲
治
（
五
二
才
〉

第
三
位

h
q

笹
川
一
一
四
七

小

塚

芳

純
（
ニ
六
才
）
第
四
位

。

お

知

ら

せ

朝
日
都
市
計
画
街
路
決
定
告
示
が
建
設

大
臣
よ
り
な
さ
れ
関
係
図
穫
は
宮
山
県

庁
及
び
当
町
役
場
に
お
い
て
縦
観
に
供

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（紙
而
の
都
合
で
本
月
号
に
概
要
図
等

を
登
裁
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
で
き

得
れ
ば
来
月
号
に
登
判
明
し
た
い
と
芳
え

て
お
り
ま
す
・
）

魚
津
地
区

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

を
設
立

魚
津
税
務
器
管
内
納
税
貯
部
組
合
で
は

組
合
相
互
の
緊
密
な
連
絡
しι
共
同
の
利
益

を
凶
り
、
納
税
思
想
の
か
ん
長
と
、
よ
り

舵
全
な
強
化
発
艇
を
期
す
る
た
め
、
今
回

品川
部
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
辿
合
会
を
設
立

し
、
過
般
hm津
市
新
川
信
用
金
庫
会
議
室

に
お
い
て
設
立
総
会
を
開
催
、
次
の
尚
氏

を
役
員
に
選
出
し
た
。

会

長

松

井
元
古
氏
（
滑
川
市）

刷
会
長

小

沢

明

氏
（
朝
日
町）

グ

石
田
新
一
氏
（
黒
都
市
）

。

槻

市

之
助
氏
（
水
橋
町
v

hv

他

国

務

恵
氏

（上
市
町
）

m
m
m弘
周

治
氏
（
魚
湾
市
）

。

田

原

三

郎

氏

（

入

替

町

）

。

松

原

松

芳

氏
（
滑
川
市
）

ク

石

坂

九

平

氏

（

hu

〉

H

早

坂

京

友
氏
（
水
崎
町
）

hv

広
田
喜
代
行
氏
（
上
市
町
V

伊

藤

木
兵
次
氏
（
立
山
町〉

h
q

（
農
協
）
竹
島
敬
治
氏

（
釜
グ
淵
〉

h
q

（h
q

）
小
林
六
丸
氏

（北
加
積）

タ（
h
q

）

岡

島

猛

氏

（

泊

〉

監

事

松

原

三

一

郎
氏
（
朝
日
町
V

ク

広

田
三
郎
氏
（
上
市
町
）

。
（
農
協
〉
未

定

、，、
、a，‘
、E

，、

映
箇
舘
等
の
入
場
券
の
半
片
は

必
ず
受
取
り
ま
し
ょ
う

映
聞
等
の
入
場
料
金
の
中
に
ほ
入
場
さ

れ
る
方
々
が
負
担
し
て
お
ら
れ
る
入
場
税

が
合
ま
れ
て
い
ま
す
。

入
場
券
の
半
片
を

受
取
る
こ
と
に
よ
守
て
完
全
に
国
へ
納
税

さ
れ
る
仕
組
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
入
場

券
の
半
片
は
必
ず
受
取
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
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(2) 

夏
の
誘
惑
か
ら
少
年
を
守
る
に
は

ー

し
っ
か
り
手
を
く
ん
で
愛
の
鐘
を
な
ら
そ
う

l
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夏
は
、
一
年
中
で

一
器
製
し
い
季
節
で

す
。
こ
げ
つ
く
よ
う
な
太
陽
の
下
で
、
海

に
、
山
に
と
制
限
に
あ
ふ
れ
る
こ
ど
も
の

の
び
の
び
と
し
て
い
る
堅
、
汗
宏
ふ
き
な

が
ら
勉
強
に
は
げ
ん
で
い
る
生
徒
に
は
、

く
ら
レ
協
は
、
み
じ
ん
も
見
あ
た
ら
な

い
。
ま
た
う
だ
る
よ
う
な
お
さ
と
た
た
か

い
、
州
場
で
し
ん
け
ん
に
働
い

γ
い
る
少

年
の
劇
は
、
こ
う
ご
う
し
い
ま
引
・
に
災
し

い
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
夏
は
、

少
年
に
と
っ
て
、
学
校
、
問
場
以
外
の
友

だ
ち
と
も
、

交
際
が
ふ
え
る
季
節

で

あ

る
。
そ
れ
だ
け
に
立
は
、
さ
さ
い
な
き
っ

か
け
か
ら
不
良
化
の
泥
沼
へ
ふ
み
こ
み
、

あ
る
い
は
犯
卯
の
被
寄
た
う
け
る
場
合
が

多
く
な
る
。

ひさ

『

第
四
回

4

朝
日
町
学
校
体
育
祭

『

朝
白
町
小
中
高
等
学
校
校
長
主
催
に

あ（要鰭主主鎚:r）第回号

。
夏
は
不
夏
化
の
曲
り
角

て
昨
年
と

一
昨
年
の
統
計
か
ら
季
節
別

の
不
良
行
為
を
み
ま
す
と、

三
四
年

三
三
年

春

九

三

九
六

夏

一
二
四

一
－

o

秋

一

一

一ニ

一
O
ニ

冬

じ

O

九
二

の
比
織
と
な
り
、
瓦
は
不
良
化
の
曲
り
角

と
な
っ

て
い
ま
す
・

AV
夏
の
本
直
化
の
特
徴

ー
性
と
暴
力
犯
罪
が
多
い

l

好
夫
君
は
村
で
信
型
の
あ
る
青
年
で
し

た
。
し
か
し
、
友
だ
ち
か
ら
わ
い
談
令
聞

か
さ
れ
た
り
、
エ

ロ
本
を
読
み
は
じ
め
て

か
ら
性
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

よ
る
青
少
年
の
体
位
向
ょ
を
目
標
と

－

す
る
第
四
日
明
日
町
学
校
体
育
祭
V

は
、
初
夏
の
風
成
る
小
丸
山
公
園
グ

－

ラ
ン
ド
に
お
い
て
六
月
七
日
九
時
四

『

十
分
小
川
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の

－

演
奏
に
よ
り
入
場
行
進
か
ら
始
め
ら

』

れ
た
が
、

hmp加
学
校
は
小
学
校

一
六

戸

八
八
名
酔
中
学
校
一
六

一
九
名
、
高

『

校
五
O
O名
計
三
八

O
O余
名
、
大

司

会
は
会
畏
酒
井
虎
之
助
（
泊
高
校
長
〉

』

氏
の
開
会
の
辞
に
続
い
て
一

O
Oメ
】

！
ト
ル
競
走
、

体
段
、
ダ
シ
ス
、
継
A

定
等
に
躍
動
す
る
青
少
年
の
ス
ボ
1

4

ツ
の
祭
典
が
展
開
さ
れ
た
。
尚
当
日

骨

は
体
育
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
好
天
に
恵
F

ま
れ

一
0
0メ
ー
ト
ル
競
走
に、

継

戸

走
に
幾
つ
か
の
大
会
新
記
録
を
マ
1

4

タ
し
て
午
後
三
時
に
こ
の
大
会
を
募

唱

を
閉
じ
た
。

－

（
写
真
学
校
体
育
祭
小
丸
山

F

グ
ラ
ン
ド
に
て
）

－

た
あ
る
シ
ト
力
、
た
ん
ぼ
の
ぺ
を
は
〈
の
帰

り
、
山
す
吋
て
の
辺
で
小
学
牛
耳
一
す
さ
ん
に

あ
い
、
急
に
へ
ん
な
気
持
に
な
り
「
山
へ

遊
び
に
行
こ
う
」
。
と
、
い
や
が
る
文
子

さ
ん
を
山
道
に
つ
れ
こ
み
札
暴
を
は
た
ら

い
た
。ー

少
年
に
隙
を
与
え
な
い
｜

あ
る

Y
年
付
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て

少
女
を
さ

て
レ
だ
し
て
い
あ
u

0
・友
．
た
ち
の
誕
生
祝
い
に
い
こ
う

O
あ
の
辻
に
、
あ
ん
た
の
友
だ
ち
が
待
つ

て
い
る

O
自
動
車
で
送
っ
て
あ
げ
よ
う

O
写
真
を
と
っ
て
あ
げ
よ
う

。
先
生
が
よ
ん
で
い
る

O
人
形
を
あ
げ
る
か
ら
つ
い
て
お
い
で

O
グ
リ
コ
の
券
を
あ
げ
よ
う

多
く
の
少
女
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に

気
を
つ
け
て
い
る
。

。
一
人
で
夜
道
を
歩
か
な
い

O
や
む
を
得
な
い
と
き
は
、

む
の
ま
ん
中

を
歩
く

O
知
ら
な
い
人
か
ら
の
話
に
の
ら
な
い

持一

O
日
誌
や
、
明
皮
に
い
つ
も
気
を
つ
け
て

い
る

O
何
ご
と
も
秘
密
に
せ
ず
、
母
に
相
談
す

eQ
 

。
男
友
だ
ち
に
は
、
金
の
負
担
を
か
け
な

O
さ
そ
い
や
、
い
い
が
か
り
に
は
、
ハ
ツ

キ
リ
し
た
態
度
を
示
す

O
映
附
加
な
ど
で
、

へ
ン
な
男
が
隣
の
昨

に
い
る
と
き
は
、
臨
怖
を
か
え
る

。
少
年
時
導
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
期
待
す

る
も
の

こ
の
夏
も
入
普
、
朝
日
町
に
少
忽
補
導

セ

γ
タ
ー
が
附
か
れ
ま
す
。

少
年
の
帯
情
を
闘
う
補
噂
委
員
が
学

校
、
附
場
、
家
庭
、
そ
し
て
社
会
の
片
隅

に
ま
で
詑
の
日
を
そ
そ
ぐ
と
き
、
夏
は
や

は
り
一
年
で
一
帯
決
し
い
季
節
と
な
る
で

し
ょ
う
。

（
入
替
持
然
磐
）

所
得
税
の
納
期
限
は

七
月
末
日
ま
で

出
足
ロ
所
叫
税
第
一
期
分
へ
営
実
分
）
の

納
期
は
七
月
一
日
か
ら
八
月
一

円旬
、
七
月

三
十
一
日
が
H
曜
の
た
め

一
日
ま
で
で
す

な
る
べ
く
早
自
に
納
税
し
ま
し
ょ
う
。

魚
津
税
務
署

＠
七
月
納
期
の
町
税
は
左
記
の
と
お
り
で

す
、
御
忘
れ
な
く
早
自
に
納
め
て
下
さ

、。
h
し
w固

定
資
産
説

水
利
地
誌
税

保

険

説

第
二
期
分

第

一
一期分

第

二
期
分

以
J-. 

第

一
回
青
隼
問
題
研

究
集
会
実
施
要
項

朝
日
町
迎
合
背
年
間
で
は
左
記
要
項
に

て
青
年
間
阻
研
究
集
会
を
開
催
す
る
。

で

場

所

山

崎

小
学
校

1
・’o
o
o

計
量
器
定
期
検
査
の

実
施
に
つ
い
て

一、

期

己

七

月
ト
六
月
〈
ト
．
〉

t十
七
日

主

催

朝

日
町
連
合
青
包
問

協
力
富
山
県
出
周
年
間
協
議
会

朝
日
町
教
育
委
員
会

同
員
の
多
数
・
参
加
を
期
待
す
る
。

左
記
に
よ
り
計
母
器
の
定
期
検
脊
が
実

施
さ
れ
ま
す
か
ら
、
主
れ
な
く
受
検
さ
れ

ま
す
よ
う
お
知
町
せ
致
し
ま
す
。

検
査
の
対
象
と
な
る
の
は
取
引
ト
一文
は

証
明
用
に
使
間
す
る
計
庇
探
で
寸
。

商
店
、
農
協
、
鋭
校
、

院
院
自
寸
で
伸
一
周

す
る
計
吐
器
、
伴
家
等
で
丙
惨
敗
引
に
使

う
計
磁
器
（
米
の
供
出
の
み
に
伺
う
も
の

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
）
は
す
べ
て
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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検
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戸
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一
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一
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一
泊
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区
一
泊
公
民
舘
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一
ク
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一
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一

一
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一

4
4
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川
蝋
区
一
笹
川
農
協

ア

一午
後
一対

g一山口
一崎
一例
区
一
宮
州
川
引
相

一
ー

一。
ョ
一、

DD一

「
、
三
午
前
十、

DEif－
－
z
－ri

宍、

旦
一－

正

午

一
民
地
区

一
境

支

所

注

H
都
合
に
よ
り
ど
の
検
査
隔
で
も
受
検

さ
れ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
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一
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
平
地
と
は
比
較
に

一
な
ら
な
い
き
び
し
い
自
然
条
件
の
下
で
生

一
育
し
て
い
る
の
で
、
僚
組
も
生
長
も
決
し

一
て
な
ま
や
さ
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

⑤
今
年
も
叉
夏
山
V
l
ズ
シ
が
訪
れ
て
ま

↑
ん
。
大
部
分
は
多
一
牛
生
で
絹
子
か
ら
努
生

い
り
ま
し
た
。
山
へ
登
っ
た
と
き
厳
し
い

ケ
え
て
花
が
咲
く
ま
で
に
は
数
年
乃
至
十
数

自
然
に
耐
え
て
花
ひ
ら
く
チ
ン
グ
介
マ
や
年
を
要
す
る
の
で
す
。
純
忠
味
に
摘
み
と

コ
マ
ク
ナ
等
の
数
多
く
の
高
山
植
物
が
見
ら
れ
ふ
み
抗
さ
れ
る
こ
と
は
到
底
許
さ
れ

ら
れ
ま
す
が
一
回
の
芝
生
ぞ
ハ
イ
マ
ツ
の
ま
せ
ん
。
本
当
の
宮
山
家
は
保
謹
こ
そ
す

中
、
乾
い
た
岩
場
に
こ
れ
ら
可
憐
な
舶
物

一
れ
決
し
て
儲
っ
け
な
い
も
の
で
す
。

た
ち
が
消
澄
な
山
岳
を
彩
り
、
ど
ん
な
に

一
＠
昨
年
九
月
、
厚
生
省
並
に
県
調
査
班
よ

私
遠
の
心
を
慰
め
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

一
り
朝
日
岳
周
辺
の
お
花
畠
は
本
州
随
一
で

う
。
私
速
の
朝
日
町
に
も
夕
日
ケ
原
、
朝
一
あ
り
今
後
高
山
地
物
の
保
護
に
充
分
努
力

日
一半、

小
桜
グ
原
、
或
は
朝
自
民
一以
上
や

一
し
な
け
て
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
を
受
け
ま

雪
倉
岳
附
近
に
陥
笠
宮
な
高
山
植
物
が
大
白

一
し
た
。
こ
こ
は
白
馬
連
峰
の
高
山
植
物
地

然
の
景
観
と
共
に
百
花
情
乱
の
美
を
競

っ
一
併
と
し
て
特
別
天
然
記
念
物
地
区
に
指
定

て
お
り
ま
す
。

一
さ
れ
て
い
る
外
、
国
立
公
園
特
別
保
護
地

＠
然
し
こ
の
高
山
随
物
が
近
年
登
山
者

一
区
の
指
定
予
定
地
に
な
っ
て
い
る
景
観
地

の
た
め
に
荒
ら
さ
れ
つ
λ

あ
る
こ
と
は
ま

一
併
で
も
あ
り
ま
す
。
町
払
遥
郷
土
の
町
に
、

こ
と
に
残
念
な
こ
と
で
す
。
夕
日
ケ
丘
や

一
こ
の
よ
う
な
国
立
公
園
地
借
を
有
し
て
い

朝
日
平
附
近
を
見
て
も
十
年
前
之
く
ら
べ
一
る
こ
と
は
な
ん
と
し
て
も

一
大
誇
り
で
あ

大
変
な
違
い
で
高
山
植
物
の
激
減
に
は
驚
一
り
感
謝
し
喜
ば
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

川
U
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
o
J

り
が
ち
と
な
り
易
く
イ
モ
チ
府
の
大
発
生

町

農

事

故

室

町

内

危

険

が

多

い

の

で

凶

作

に

な

る

の

で

は

c

i

－
－
唱

d
d－

E

J

C

な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
る
。

n
u
n
H
υ
内
川

u
n川
u
n
H
υ
nu
n
H
U
AH
U
n
u
n
H
U
A
H
U
A
H
u
n
U
A
H
U

本
年
の
元
肥
が
稲
に
す
わ
れ
な
い
で
割

七

月

の

稲

作

合
い
に
の
こ
っ
て
い
る
の
に
分
襲
が
お
く

A
七

月

の

天

気

予

報

れ

た

か

ら

肥

料

が

た

ら

ぬ

と

思

い

、

追

肥

月
初
め
は
一
時
夏
型
の
よ
い
天
気
だ
が
し
た
農
家
も
多
い
。
計
画
以
上
の
追
肥
さ

間
も
な
く
つ
ゆ
型
の
ぐ
ず
つ
い
た
日
が
多
れ
た
方
は
倒
伏
と
イ
モ
テ
病
に
特
に
注
意

く
な
る
。
中
句
は
中
休
み
も
あ
る
が
下
旬
し
て
下
さ
い
。

は
雨
量
も
多
目
、
つ
ゆ
明
け
の
月
末
頃
に
米
の
減
件
、
原
因
は
窒
素
多
肥
に
よ
る
倒

は
低
温
の
現
わ
れ
や
す
い
傾
向
と
な
る
。
伏
、
モ
ン
ガ
レ
病
、
稿
首
イ
モ
チ
の
発
生

降
水
量
が
多
く
日
照
り
は
や
や
少
な
く
気
幼
穂
形
成
期
か
ら
の
綴
ぐ
さ
れ
に
よ
る
栄

温
は
月
を
通
じ
て
平
年
よ
り
や
や
低
目
で
安
障
害
の
た
め
捻
実
不
良
に
な
る
た
め
で

す

。

す

か

ら

、

本

年

の

穂

肥

は

土

接

に

窒

繁

が

今
年
の
稲
は
苗
代
期
の
天
候
不
良
で
苗
吸
い
残
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
の

質
が
劣
っ
て
い
た
の
と
五

1
六
月
の
日
照
で
山
川
穂
の
二
十
瓦
日

t
一二
十
二
日
前
の
追

不
足
が
原
凶
で
株
張
り
と
、
葉
数
、
草
丈
肥
は
止
め
た
万
が
安
全
で
す
。
早
生
に
つ

が
五

i
六
日
位
お
一〈
れ
、
昨
年
よ
り
茎
数
い
て
は
倒
伏
を
助
長
す
る
か
ら
注
意
す
る

が
不
足
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
七
月
の
天
従
っ
て
葉
色
を
見
て
市
穂
の
十
五
日
間
後

候
も
、
予
報
で
は
悪
く
、
つ
ゆ
明
け
も
お
の
減
数
分
裂
期
頃
の
追
肥
が
良
い
と
思
わ

一
く
れ
る
と
の
事
で
、
お
そ
出
来
軟
弱
に
な
れ
ま
す
・

高
山
植
物
を

愛
護
し
ま
し
ょ
う

ひさあ（め（思？霊：：＆~~~）. 第 59 号

＠
今
後
観
光
事
業
が
益
々
党
民
ず
る
こ
と

で
し
ょ
う
が
一
人
々
々
の
内
吹
で
私
達
の

高
山
植
物
の
雄
：
コ
マ
ク
サ
・
・

（
雪
倉
岳
附
近
に
て
）

。叩
中
山
昨
山
山
昨
中
山
中
山
市
引
川
北
山
市
中
小
山
中
小
川
山
中
川
市
中川中山山
引

出
稿
の
十
五
日
間
頃
か
ら
出
穂
後
十
日

間
の
天
候
及
び
肥
効
の
程
度
と
栄
養
障
害

を
少
な
く
す
る
水
の
か
け
ひ
き
に
よ
り
米

の
蛇
量
が
大
き
く
左
釘
さ
れ
ま
す
の
で
根

ぐ
さ
れ
し
な
い
よ
う
幼
穂
形
成
期
迄
に
充

分
田
千
を
繰
返
し
て
恨
の
土
中
深
く
伸
長

せ
し
め
線
の
健
全
化
を
図
り
稔
実
を
高
め

る
工
夫
が
必
袋
で
す
。

出
穂
十
五

1
六
日
頃
か
ら
の
因
子
は
よ

く
な
い
の
で
水
を
き
ら
さ
な
い
こ
と
、
水

を
入
れ
替
え
夜
の
地
温
を
下
げ
る
様
水
の

か
け
ひ
き
に
工
夫
し
て
下
さ
い
。

本
年
は
早
生
で
は
茎
数
不
足
に
な
る
よ

う
で

νイ
ナ
の
出
万
を
少
く
し
米
杭
を
ふ

と
ら
す
こ
と
と
’
病
虫
害
減
牧
女
少
く
す

る
こ
と
で
す
・

V
イ
ナ
を
少
な
く
す
る
に
は
生
殖
生
長

期
の
日
照
と
窒
索
過
訟
で
す
、
禁
色
と
望

紫
、
日
間
、
葉
の
同
化
作
用
を
よ
く
研
究

し
て
対
策
を
考
え
れ
ば
昨
年
以
上
の
県
作

．
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

山
を
永
久
に
美
し
い
高
山
崎
物
で
飾
る
た

め
に
、
一
輸
の
花
、
ひ
と
む
ら
の
草
を
心

な
い
仕
打
ち
ゃ
探
取
か
ら
守
っ
て
行
き
た

い
も
の
で
す
。
高
山
純
物
の
愛
護
に
皆
様

の
協
力
や
お
願
い
し
ま
す
。

。
高
山
刷
物
の
採
取
に
は
所
館
営
柿
岩
と

mm
の
許
可
を
裂
し
ま
す
。
無
断
で
行
う
と

自
然
公
閣
法
や
森
林
法
に
よ
っ
て
処
刑
さ

れ
ま
す
。

今
年
も
刺
白
小
屋
に
院
組
員
や

臨
時
指
叫
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
か
ら
注

意
し
て
下
さ
い
．

大
述
縦
十
山
保
勝
会

女泊バ
高ス

子校ケ
く』ツ

菌ト
大チ
会｜
lこ b.
出
場

朝
日
町
唯

一
の
高
校
で
あ
ゐ
伯
高
校
の

教
育
に
つ
い
て
地
域
の
皆
様
に
は
つ
ね
に

埋
解
あ
る
ご
同
情
を
寄
せ
ら
れ
、
事
ご
と

に
積
極
的
ご
支
援
を
賜
わ
り
、

ご
厚
情
の

ほ
ど
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

き
て
す
で
に
新
聞
紙
上
そ
の
他
に
よ
っ

て
ご
本
知
の
こ
と
と
は
伴
じ
£
す
が
、
四

月
十
七
日
の
新
潟
県
高
田
市
に
お
け
る
第

十
四
回
道
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に

は
県
高
体
連
よ
り
推
せ
ん
さ
れ
参
加

準
決
勝
泊
高
九

l
m柏
崎
常
盤
高
校

優
勝
戦
地
高
刊

l
m高
田
家
政
高
校

亦
去
る
六
月
丘
日
十
二
日
の
両
日
に
わ

た
り
。
富
山
市
で
第
十
四
回
県
下
高
校
・
ハ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
l
h
N
大
会
兼
第
七
回
北
陸
三

県
総
合
競
技
大
会
予
選
兼
第
十
三
回
全
国

高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
l
介
選
手
権
大
会
予

選
が
行
な
わ
れ
、
県
下
高
校
二
十

一
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
ひ
る
げ
ま
し

た
が
終
始
善
戦
健
闘
し
、
県
下
の
強
豪
を

連
破
し
て
栄
あ
る
優
勝
を
成
し
、
昨
年
に

続
い
て
二
連
勝
を
成
し
と
げ
ま
し
た
。

一

回

戦

不

戦

勝

二
回
戦
泊
高
校
訂

l
m高
間
女
子
高
校

三
司
戦
泊
高
校
日

l
H富
山
高
校

準
決
勝
泊
高
校
印

l
m石
動
高
校

優
勝
戦
泊
高
校
別

l
m雄
山
高
校

亦
六
月
二
十
五
日
二
十
六
日
の
北
陸
三

県
線
合
競
技
大
会
に
は
県
代
表
と
し
て
福

井
大
会
に
出
場
し

高
志
高
校
m
l
M泊
高
校

泊

町

枝

川ω
l
M
M藤
花
同
校

桜
花
高
校
一ぬ
！
臼
品
川
芯
高
校

リ
ー
グ
の
制
民
勝
敗
は
各
々

一
勝

一
敗
で

惜
し
く
も
優
勝
を
迎
し
ま
し
た
が
、
八
月

五
日

l
十
日
（
六
日
間
）
福
井
市
で
行
わ

れ
る
全
同
一
向
校
選
手
権
大
会
に
も
栄
あ
る

宮
山
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
町
民
各
位

の
期
待
に
め
い
た
い
と
選
手

一
同
ま
す
ま

す
練
習
に
励
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。

亦
国
民
体
育
大
会
も
九
州
の
熊
本
を
中

心
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
が
本
年
は
五
年
に

一
回
の
一
県

一
チ
i

ム
の
好
機

で
あ
り

（
他
の
年
は
北
信
山
川県
よ
り

一
チ
l

ム
〉
九

月
十
八
日
の
県
予
選
会
に
は
ぜ
ひ
優
勝
を

と
念
顕
し
て
お
り
ま
す
。
と
の
外
秋
季
選

手
権
大
会
、
全
日
本
線
令
パ
ス
グ
吋
，

l
ボ

ー
ル
大
会
北
陸
予
選
（
十
二
月
）
東
京
大

会
（
三
十
六
年
一
月
）
県
緯
合
選
手
権
大

会
と
県
内
県
外
と
幾
多
の
大
会
に
昨
年
＠

如
く
「
ス
ポ
ー
ツ
朝
日
町
」
の
た
め
に
万
』

丈
の
気
を
吐
き
、
富
山
県
の
泊
高
校
と
し一

て
地
域
の
名
声
を
挙
げ
さ
せ
た
い
と
切
望
一

致
し
て
お
り
ま
す
が
之
れ
に
要
す
る
経
質
一

約
十
六
万
円
の
捻
出
に
職
員
生
徒
一
同
苦
一

慮
致
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
平
素
か
ら
泊
一

高
校
に
深
い
理
解
を
も
た
れ
る
地
域
各
層
一

の
皆
様
に
物
心
両
面
の
援
助
を
お
ね
が
い

し
て
そ
の
実
現
を
図
り
た
い
と
念
願
し
て

い
る
次
第
で
す
。
出
費
多
端
の
折
柄
ま
こ

と
に
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
わ
れ
わ
れ
の
苦

哀
を
お
汲
み
と
り
下
さ
い
ま
し
て
応
分
め

協
力
を
仰
ぎ
た
く
伏
し
て
懇
願
回一

し
あ
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

出
場
生
徒
氏
名

大
菅
久
子
中
島
光
子
近
藤
京
子

狩
谷
文
子
水
晶
久
美
〈
三
年
）

伊
東
喜
代
美
堀
地
澄
子
水
島
俊
子
一一年

七
沢
仁
子
岡
田
早
苗
曳
由
美
浪
子

杉
沢
美
智
子
谷
口
美
千
代
五
十
里
ま
す
み

以
上
一
年

三
十
四
年
度
後
援
会
の
決
算
は
八
月
号

に
け
い
さ
い
し
ま
す
。
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打浜とにス来手堅在うえるい {dlj此 rj17・路仰の校 三平 でなるずる むく流．ス り 着 ロ 弱 地 は 翻 党残 た大
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あ さ

都
市
計
画
路
線
の
選
定
と

泊
中
学
校
建
設
予
定
地
の
一
丹
検
討
に
つ
い
て

七
月

一
日
よ
り
一
ヶ
月
間
に
一
日
一
り
、
法

務
省
主
唱
に
よ
り

「
社
会
を
別
ゐ
く
寸
る

連
動
」
が
全
間
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
犯
罪

の
な
レ
理
続
的
な
明
か
る
い
社
会
を
つ
く

る
と
い
う
こ
と
は
、

不
可
能
か
も
知
れ
ま

せ
ん
、

然
し
こ
れ
に
近
い
社
会
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
我
々
の
住
行
町
や
村
が

ど
ん
な
に
か
健
康
で
明
か
る
い
も
の
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
＠
非
合
－
犯
し
た
者
の
更

生
及
び
犯
非
予
防
に
つ
い
て
は
、
保
諮
問

察
官
の
保
護
司
が
そ
の
職
務
と
し
て
、
日

夜
帯
閲
し
て
お
り
ま
す
が
、

一
般
の
方
々

の
協
刀
が
な
け
れ
ば
到
比
そ
の
仕
事
今
日立

派
に
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

あ
り
ま
す
。

一
般
に
犯
罪
者
に
対
ず
る
償
問
の
眼
が

冷
た
く
、
そ
の
た
め
に
再
び
恐
ろ
し
い
犯

罪
を
ひ
き
起
さ
せ
た
例
が
あ
ま
り
に
も
多

レ
の
で
あ
り
ま
す
、
犯
持
者
と
い
え
ど
も

一
個
人
の
人
間
な
の
で
あ
り
ま
す
。
ど
う

か
温
い
愛
情
を
も
っ

て
、
こ
う
し
た
不
全

な
人
遠
山
貞
生

ι
、
御
力
添
え
下
さ
い
ま
ー

す
よ
う
お
開
レ
し
ま
す
。

な
お

「社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

一
環
行
事
と
し
て
県
内
の
符
更
生
保
誠
肱

設
に
内
容
さ
れ
て
レ
る
人
速
に
贈
る
た
め

「
変
引
問
書
出
川
贈
述
助
」
安
保
護
司
会
、

綿
入
会
、
中
学
岐
等
を
泊
じ
県
下
全
船
に

一白一
り
実
鈍
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
協

力
方
に
つ
き
ま
し
で
も
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
G

士山
唱

主
催

第
十
四
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動

法

務

省

社
会
を
明
る
く
す
る
週
劃

富
山
県
実
施
委
員
会

朝

日

町

は
執
行
附
者
で
あ
る
附
当
局
の
卵
、
断
と
地

民
各
位
の
相
互
協
力
と
理
解
が
あ
っ
て
は

じ
め
て
実
現
し
そ
の
成
果
が
あ
る
べ
舎
も

の
で
町
民
各
位
と
関
係
諸
氏
れ
今
後
の
御

協
力
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
純
め
て
大
で

あ
る
。


